
 子どもたちの「あふれる笑顔 きらめく瞳」をめざして 

                 
 

ありがとう           先生 
  
玉小にＡＬＴ（Assistant Language Teacher：外国語指導 

助手）としてお勤めいただいていた      先生が昨年 
１２月をもって退職されました。 
外国語の授業では、みなさんが内容を理解しやすいように 

ペアトークが活発にできるようにと毎回、資料を準備してい 
ただきました。また休み時間にはみなさんと一緒に外で遊ん 
だり、話をしたりもしてくれました。 
 その     先生から、メッセージが届いており、一人 
一人、しっかりと読んでほしいので、ここに載せておきます。 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      先生はいつも「玉小の子どもは 
すばらしい」「玉小に来るのが楽しみです」 

と言われていました。 
先生からのメッセージには、みなさんへの 

感謝と応援のメッセージがいっぱい書かれていました。 
また英語が上達する方法も書かれていました。 

 私は「     先生、ありがとう。これからの人生 
に幸あれ！」という気持ちでいっぱいになりました。 

 みなさんも何かを感じてくれたらうれしいです。 
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 学びのひろば（５年生） 
１２月は５年生が担 

当しました。 
１１月に行った海事 

研修で【学んだこと】を 
書いていました。 
小学校で、はじめて 

の宿泊研修でしたが、 
みなさんが書いた文を 
読んで、「よく書けてい 
るなぁ。きっといろい 
ろなことを体験でき 
て、多くの学びがあっ

たからだろうなぁ」と感じました。それは、１泊２日のいろいろな体験を通して、【みんなと
協力する】【時間やルールを守る】【話を聴く、先を見て行動する】【あきらめずに挑戦する】
などの大切さや楽しさを学んだことが書いてあったからです。 
私は、みなさんによく【非日常を日常に…普段はできない特別な経験（非日常）を普段の生

活（日常）に生かそう】と話しています。５年生それぞれの人が学んだことを普段の生活（学
校やおうち）に生かしていきましょう。 
 

あいさつ運動、がんばりました（２年生） 

 １２月の１２日間、寒い中でしたが、２年生が“あいさつ運動”をしました。前もって決め
ていたその日の当番の人たち数名が毎日、たすきをかけて大きな声であいさつをしてくれまし

た。登校してくる他の学年の人たちのあいさつの声も大きくなりました。あいさつをした人は
２年生からシールをもらい、そのシールを児童玄関のところにある“あいさつの木”に貼りま

した。いっぱいのシールが貼られていて「たくさんの人があいさつできた。すごい！」と思い
ました。（“あいさつの木”の写真を撮っていなくてここに載せることができず、ごめんなさ

い。） 
※当日、欠席して写っていない人や動いている中での写真なので、顔が写っていない人もいる 

かもしれません。ごめんなさい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よい取組をしてくれた２年生のみなさん 
ありがとう。そしてご苦労様でした。 

 


